
1 

 

〇旧マオイゴルフリゾート跡地施設活用事業に係る住民説明会（５区） 

 

１ 日 時   令和７年７月１７日(木)１８時００分～２１時０８分 

２ 場 所   ５区会館 

３ 出席者   住民１０名 

長沼町 塩浜副町長 

長沼町産業振興課 柏課長、高関理事、酒井補佐、 

小野係長、伊藤主査、鎌田主事 

JFE エンジニアリング株式会社 西村、津久浦、濵名 

        JFE エンジニアリング株式会社北海道支店 山口、黒田 

４ 要 旨 

①審査結果について 

 ・「プレスリリース（契約候補者を決定）」のとおり柏課長より説明 

②事業内容について 

 ・「事業提案書」のとおり津久浦氏より説明 

③質疑応答 

【町民】 

伐期を過ぎた既存林を伐採する理由が分からない。色々な樹種が植えてある中で、伐採す

ると風景が変わることや、環境への影響があると思う。既存林をどれくらいの面積伐採する

ことになるのか。原木の保管場所が、池の真下あたりとなっているが、豪雨があったときに

池に木が流出しないような対策を何か考えているか。原木を近隣から受け入れるというこ

とだが、どこまでの範囲を想定しているのか。２５，０００トンの集材と記載があるが、必

要とされる森の面積がどれくらいになるのか。原木の仕入値とチップの販売価格はいくら

か。どこでどれくらいの森林を伐採するのか。環境保護にどれくらい影響があるものなのか

を知っておきたい。どのような機械を使ってどのような作業体系となるのか。バンカーなど

にも植えると思われるが、地形の改変を行うのか。 

【JFEE】 

既存林の伐採については伐期齢をむかえた木なのかどうか調査しながら進めていく必要

があると考える。既存林の更新というのがベースにあるが、全てを伐採することが正しいと

は考えていない。夕張市などの近隣３０ｋｍ圏内と想定しており、このゴルフ場を含めた手

を加えることができない森林に手を付け、その伐採費用を補うためにバイオマスとして活

用することで、森林再生ができればと思い、この事業を進めている。事業を進めるにあたり、

目安として値を設定しているが、この値を達成するために無理に伐採するという気はない。

２５，０００トンを集材するという中に、このゴルフ場の原木はごく一部であるため、全て

を切ろうとは考えていない。原木の保管による池の影響については、水の流れがあるところ

に保管を考えてはいない。保管場所はアスファルト敷の土場となっており、側溝を流れて水



2 

 

が流れていくため、木材が流れることは想定されていない。側溝にも網を設置し、チップの

流出も防ぐ。２５，０００トンというのがどれくらいの規模になるのかということについて

は、年間１００ヘクタール程度を伐採し、発電量については２メガワット程度となっている。

原木の仕入値については、チップの生産が第一で進めるというよりは、森を再生するという

ことが前提にあるので、伐採から再植林までの費用を賄えないほどの金額では想定してい

ない。隣町の由仁町で実証事業を行っており、植林についてオノエヤナギが適切だという結

果が得られれば、この内容を活かして進めたいと考えている。この実証事業においては、植

林についてコストダウンがどこまでできるかということを検証するための事業である。作

業体系については、重機を使って植林や伐採をできないかと考えている。その方法を、現在

由仁町で検証している。バンカー等については避けたいと考えており、植林がしやすい箇所

としづらい箇所を調査し、進めたいと考えている。 

 

【町民】 

元々ゴルフ場だったということもあり、地形がなだらかではないと思うがどのように考

えているのか。 

【JFEE】 

場所によって地形を均すことも想定しており、開発行為の規則に順守して進めたいと考

えている。排水等についても悪影響が出ないかという検証が必要かと思われるので対応し

ていきたい。 

【町民】 

３０年程度の契約期間となっているが、針葉樹が育つまでに３０年以上必要かと思われ

るが、植えた状態でお返しするということなのか。 

【JFEE】 

お見込みのとおりである。 

 

【町民】 

町に聞きたい。私は株式会社を信用していない。ここはもともと農地であり、過去に会社

が造成を行い、１０年で倒産した。そこからゴルフ場の造成が進んでいったが、ゴルフ場に

ついてもまた事業が止まった。長沼町は農業の町と考えているので、農地として利用するの

がいいのではないか。近年、潰れたゴルフ場は放牧地として事業が行われているところもあ

る。新聞等でバイオマス事業が上手くいっていないのを見ている。私は町でハンターをして

おり、近隣に鹿が出て困っている。ヤナギの木は鹿が隠れやすい場所となっているため植林

されると困る。国有林から出てくる鹿について、損害賠償を求める運動を私は行っている。

また、新聞で御社と同じ名前の会社について、不祥事があったという記事を見たが関係はな

いのか。 

【JFEE】 
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最後の質問に対して回答する。新聞報道で取り上げられており、会社名はＪＦＥ商事とい

う会社であり、弊社の兄弟会社である。グループ会社ということもあり、極めて遺憾な不祥

事であったため、コンプライアンスの再教育に励んでいるところである。不祥事については

認識しており、誠に申し訳ないと思っている。 

【町民】 

農家は５００年続いているところもあるが、株式会社はそんなに長続きしないため信用

ができない。今回の事業で株式会社に運営をお願いするのが３回目になると思われる。同じ

ことを繰り返さないように、もう一度立ち止まって意見を聞くべきだと思う。私が知らない

間に決まっていたことであったが、今までこの説明会に集まった総人数は何人なのか。 

【副町長】 

ご理解いただきたいのは、ゴルフ場をどう管理していくのかという話は、３年くらい前か

らあり、２０２４年度にサウンディング調査を行っている、サウンディングとは、民間企業

から広く意見や提案を求める調査である。その調査結果をもとに公募要領を作成し、今回の

公募型プロポーザルを行った。その間にも住民説明会を開催しており、去年は延べ１００人

程度が説明会に来ている。 

【町民】 

１万人近く町民がいる中で、１００人程度しか意見を述べていないということか。公募に

よる審査委員も１人しかいない。この進め方であるならば、私はそれなりの手続きをとりた

いと考えている。補助金で進めるという話があったが、補助金がなかったら撤退するのでは

ないか。株式会社は儲けが目的となっているため、一度立ち止まって考えるべきである。 

【副町長】 

おっしゃることは分かるが、行政としては住民説明会を行い、同時に議会にも内容を共有

しながら調整して進めている。このまま契約候補者として進めたいと考えている。 

【町民】 

町民１万人のうち、少なくとも半分くらいの人に理解を得られるような対応をしなかっ

たことが問題であると思う。この事業を知らなかった人がこんなにいる状況で決定したと

いう進め方は問題であると考える。さらに兄弟会社とはいえ、不祥事を起こしたということ

は事実である。このまま進めるという事であれば私はそれなりの対応を取りたい。 

【町民】 

町に聞きたい。これから会社が管理をしていくということだが、どのように管理していく

のか。今まで未管理の状態で、虫は多く草は刈らない、木は伸びたままである。このような

状況で会社に預けてどのように管理していくのか。私はこの土地が造成されるときに、農地

を売却したが、これほどひどい状態になると思わなかった。町のために売却したが、結果が

こうである。この現状を会社に言うべきだ。町は一体何をしていたのか。 

【副町長】 

６年前にゴルフ場の事業が停止し、これまでの間、必要最低限の対応しかできなかったこ
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とは大変申し訳ない。森林整備を含めて管理を行うということで進めたい。 

 

【町民】 

植林することにより動物が増えると思うが、有害鳥獣の対策をどう考えているか。 

【JFEE】 

２９年間という契約の中で、オノエヤナギについては３年育てて伐採し、また３年育てて

というのを繰り返すため、常に人が出入りして手入れをしていくよう対応する。 

 

【町民】 

沖縄県竹富町で不祥事があったのは御社かと思われる。営業停止になっていたと思うが、

その内容についてお話いただけるか。 

【JFEE】 

新聞報道にも出ている。弊社で不祥事が発生したことは事実である。２０１７年に水道工

事入札の際に処分を受けており、水道部門については営業停止を受けていた。社内で一丸と

なって、善処するべく対応していきたいと考えている。再開後には今後このようなことがな

いように取り組んでいきたい。社会のお役に立てるように前に進んでいきたいと考えてい

る。水道事業については７月２３日から全国での営業再開を許されている。 

【町民】 

町としてそのことについては把握していたのか。把握していた場合はそこに不安を感じ

なかったのか。 

【役場】 

町としてはその内容を認識していた。事業提案をいただく段階で、提案いただいた３社と

も信用調査を行い、それぞれの事業者ごとにそういった事案があることを認識していた。社

会的に営業停止などの責任を負わされているので、今後は事業者が再生してくるという想

いを受けて、ただちに提案段階で停止するという選択は無かった。 

【町民】 

審査委員はそのことを知っていたのか。 

【役場】 

信用調査の結果については、審査委員に共有しており、認知している。 

【町民】 

フラワーパークエリアが白紙となった際は、相手側の経営状況等で廃止となったが、それ

に対して町民から批判が多かったと思う。そういったことを踏まえたうえで今回の選択と

いうことでよろしいか。 

【役場】 

町民や議会からもご指摘を受けたこともあり、その内容を踏まえ、今回の提案事業者に対

して信用調査を実施し、審査委員にもその状況をお伝えして審査を行っている。 
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【町民】 

議員は知っていたのか。 

【役場】 

議員は知らない。 

 

【町民】 

町民に降りてくる情報が少ない。今回の公募結果を知らないという町民が多い。広報なが

ぬまでの周知は無かったと認識している。町民への情報提供について公開的に進めていた

だきたい。そうしないと信頼を得られないと思う。 

【副町長】 

決して町として内容を隠しているわけではなく、広報公聴の充実ということは重要と考

えているため、今後もしっかりと情報をお知らせしたい。 

【役場】 

２月２５日に審査結果を発表し、その後、議員に説明を行った。周知方法についてはホー

ムページに周知するということで了承いただきそのように進めた。その後は新聞等でも取

り上げられていた。広報ながぬまについては、提案内容をすべて掲載するとなると、バイオ

マスとは何か、などの説明することが難しい部分があり、直接説明した方が良いと思い、期

間が空いて申し訳なかったが、今回の説明会実施に至った。 

【町民】 

町民の理解を得たいということであれば、時間をかけて進めていくべきだと考えている。

８月契約という目安があるが、それまでに町民の理解を得られる機会が必要と考える。８月

だと期間が短く、町民と取り合えるとは思えない。結果についてはもっと早くお知らせする

べきだったのではないか。町民に対して公開的な姿勢であってほしい。個人的にゴルフ場の

現地見学会を開催してはどうかと町へ打診したが、一度も実現されなかった。町民が現地に

ついてどうなっているのか知らずに事業を進めるのはどうなのかと考えていた。 

【町民】 

私は農協の組合長をしていたが、当時は各団体長にはこういった情報を知らせていた。今

回のことを農協組合長に聞いたが何も知らなかった。こんな状態で理解を得られるとは思

えない。町民へ説明や検討の場を増やすべきではないか。地域は鹿の対応について困ってい

ると思うが、道内には１４０万頭もいて、これが４年間で倍増すると言われている。これは

大変問題であると考えている。この事業を行うことによって、また鹿が増える。ハンターと

しても問題であると考えており、現在は９人という少ない人間でどうにかしようと考えて

いるが、今回の事業があると駆除することもできなくなってしまう。 

【町民】 

周りの環境を整備してから考え直してくれないか。町民が困っているのにこのままでい

いのか。地域で年に２回以上周辺の草刈り等を行っていた。そういった対応をせずに企業に
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渡すとなった場合、管理を含めてお願いすると言えるのか。 

【副町長】 

繰り返しにはなるが、最低限の管理は行っていた。今後ＪＦＥエンジニアリング株式会社

と契約を結んだうえで、管理についてどの部分を町が行うのか会社が行うのか協議が必要

である。 

 

【町民】 

私は様似町に林間牧場を持っている。牛や羊が下草を食べ、糞が肥料となり管理を行って

いるが、木が通常の３倍以上育つ。家畜を飼えば自然に逆らわず管理が出来る。森林再生と

言っても下草は生える。今の意見と同じように周辺を整備できるのか、そこを納得できるよ

うな内容がないと周辺地区は納得いかないと思う。 

【JFEE】 

元々は森林であったと認識しており、そこを再生するという目的で事業を行う予定であ

る。 

【町民】 

補助金ありきで進めるということについては信用が出来ない。 

【JFEE】 

今回の補助金の内容については、３年間の実証研究を行っていくための補助金である。そ

れ以降は会社の費用で事業を行うことになる。補助金をもらいながら何十年も事業を行う

のではなく、最初に補助金をもらい調査・研究を進め、その結果を踏まえて事業を進めてい

きたいと考えている。 

 

【町民】 

南空知森林組合や３０ｋｍ圏内の市町村にすでにこの事業の話はできているのか。 

【JFEE】 

現在由仁町で行っている実証事業が、南空知森林組合と協力して進めている。組合長含め

て話も通している。由仁町では管理されていない町有林があり、そこをエネルギー事業の一

部として進め、再植林しようという内容で進めている。この規模を大きくするため、長沼町

でもこの研究事業を活かして進めたい。おっしゃるとおり我々は株式会社であるため、この

事業を３０年という長い期間どのように担っていくか、課題となっている。同じように荒廃

した林地が多くあるため、広域的にそれぞれの課題に対して対応できるように進めたいと

思う。 

 

【町民】 

約３０年という契約期間で管理が続くとは思えない。 

【JFEE】 
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発電事業には多額な費用がかかり、発電が停止することが多くあるが、それは外国から木

材を輸入した場合に多いと思われる。どうにか国内で原料となる木について対応できない

かと考えた結果、荒廃した森林を再生しつつ、燃料化事業を行うということで考えた今回の

事業である。 

【町民】 

木を全て伐採して燃料化するということであれば、それはいかがなものか。 

【JFEE】 

そういったことではない。森林再生化の課題を由仁町の取組と同様に学んでいき、どのよ

うにあるべきかを考えながら進めるため、全てを伐採しようとは考えていない。 

 

【町民】 

私の親がこの土地造成時に農地を売った経緯がある。ここから流れる沢を農業用水とし

て使用しているため、水質検査の結果を公表していただけるのか。植林を行った場合に水量

がどのように変化していくのか。家の前にあるゴルフ場の木が台風の時に倒れたことがあ

る。そういった状況も踏まえて今後管理をしていただきたい。ショートコースクラブハウス

の地域活性化となるような事業として扱うということはすごくありがたい話である。何か

地域としても進められればと思う。鹿についても対応いただくようお願いしたい。 

【JFEE】 

いただいた意見についてはぜひ対応させていただきたい。特にショートコースクラブハ

ウス・練習場・駐車場については、何か活用方法を考えなければいけない。身勝手に進める

と地域の課題と一致しないということがあるので、そこは地域の皆様と考えていきたい。 

 

【町民】 

この土地に植林した当時は、木材を売却するということで進めていたが、現状は売られて

おらず管理できていない状況である。適切な森林管理が可能な価格で事業を進めていただ

き、管理が行き届くようにしていただきたい。夕張川が氾濫したという歴史がある中で、皆

伐が増え、比例して水害が増えているということもあり、今後の自然災害については森林管

理がしっかり行われるかということにかかっていると思う。また、近隣住民が皆伐を行われ

たことを知らないということがある。そのあたりを考えながら進めていただきたい。長沼で

この事業が行われたことで、夕張やマオイ丘陵に影響が出て皆伐が進むなどは起きてほし

くない。 

【JFEE】 

今回の事業の対象は町有林である。その町有林を預かって伐採するということは、町民の

方から見られる事業であるため、市町村の森林計画や法令を順守して進めたいと考えてい

る。 

【町民】 
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法令順守だけだと不十分だと思う。２００ヘクタールという広範囲に渡り事業を行うと

なると環境への影響があると思うが。 

【JFEE】 

全国で事業を行う中で、北海道は環境への配慮についてはかなり厳しく審査されている

と思う。この厳しい基準を満たした上で進める。ここを守ればいいという考えは無く、何か

影響があるか、日々学習して身に着けて成長していきたい。 

【町民】 

法令を順守し、基準を満たすことが目的となってしまってはいけないと思う。ほかにも土

砂災害等の影響が出ることなどを考えて、豊かな自然環境を壊さないという目的をもって

進めたい。 

 

【町民】 

ゴルフ場内に暗渠があるのを知っているか。そこに植林した場合、暗渠に影響が出ると思

われるが対策はどう考えているか。 

【JFEE】 

暗渠についてはゴルフ場造成時に計画の中に図面があるので、暗渠がある箇所に無理に

植林し、生産を拡大化させることは考えていない。水害が多くあった地域と認識しているの

で、そこを避けて植林することを予定している。 

【町民】 

成長が早いオノエヤナギを広範囲に植林すると思うが、水を吸い上げて育っていくと思

うが、土地の質が悪くなっていくと考える。そこに大雨が降った場合に土砂災害など自然災

害が起きるのではないかと思うが、どのような対策を考えているか。 

【JFEE】 

事業を進めていく中で、土壌調査をする予定である。土が良くない状態であれば良い状態

に戻すために肥料を撒くなどの対応をするために調査が必要と考えている。土がどういっ

た状態なのかを調査しながら進めていきたいと考えている。 

【JFEE】 

フェアウェイやラフなどの平坦である土地は今回植林をしたことにより、立体的な土地

となるため、土砂災害等を防ぐことができる。逆に植林を行った場合に何か影響が出る場合

は、立ち止まり、対策が必要だと考える。 

【町民】 

土地をよくするために化学肥料などを使用した場合、二酸化炭素が多く出ると思う。そこ

については今後どのように対応していくのか考えていただきたい。本事業を行ったことに

よる近隣住民への影響が出た場合に補償対応等はあるのか。契約終了後は町に返還される

と思うが、それ以降はどのような対応となるのか。 

【JFEE】 
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具体的にどのような内容に対してどのように補償していくのかということについては、

事が大きく想像が多岐に渡るためお答えできないが、自然災害への対策をどのように考え

るかという点では、由仁町での実証事業をもとに考えていきたいと思う。 

【町民】 

この土地の一部は、過去に地域の方々が農地を渡しており、私の祖父もその中の一人であ

る。大変思い出がある風景であり、この土地を町民として何か携われる事業であればいいな

と思っていたが、今回の事業では携わることができなかった。景観的にも自然な森より、人

工的に植えられた森は綺麗に見えない。ショートコースクラブハウスより左側が高台であ

り、景色が良く見える。そこに町民が入れないとなるとすごくもったいない気がする。町民

としてそこに自由に出入りできるようにできないか。 

【JFEE】 

今すぐにはお答えできないが、そういった意見もあるということで何か対応できないか

考えていきたい。 

【町民】 

契約前にそう言った話ができる機会はないのか。 

【JFEE】 

ショートコースクラブハウス付近についてはご意見をいただきながら活用方法を決めて

いきたいと考えており、契約後には意見交換会を実施したいと考えている。特にいつまでど

うにかしないといけないということはないので、じっくり考えて進めたい。契約前は我々が

何かできるタイミングではないので、契約後にそういった機会を作っていきたい。 

【町民】 

暗渠はゴルフ場内に多く入っており、避けて植林するとなると植林が全くできないと思

われるが。 

【JFEE】 

フェアウェイは水を早く処理しなければならないので、暗渠や排水管などが通っている

と思われるので、そこは慎重に取り組んでいきたいと思う。一方ラフはそういった対応がさ

れていないと思われるので植林できると思う。そこも含めてしっかり計画を立てていきた

い。先ほどの地域との意見交換会の際にも、ゴルフ場に対して意見が出ると思われるので、

いただいた意見についても対応していきたい。 

【町民】 

もともと農地だということもあり、そこに植林するということは大変遺憾である。町民に

理解を得られるような内容で検討していただきたい。 

【JFEE】 

ご意見については理解した。本事業については荒廃したゴルフ場を森林として再生させ

るということで進めているため、そこについては今後考えていきたい。 
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【町民】 

バイオマス事業に対して私は世界的に見て、本当に良いものなのかどうかは疑問が残る。

今回の説明を聞き、事業主として誠意を持ってやろうということは伝わったので、信用した

いと思うが、とても大事な場所なのでどうにか上手く活用できるように、住民に納得しても

らうように対応していくべきと考える。例えば町民から、ここは放牧事業が良いという意見

が強くなった場合、町民の意見を反映させるという事でここをお譲りするという考えはあ

るのか。町としてもどう考えているのか。 

【JFEE】 

弊社の提案として２９年間の賃貸借契約ということで会社から決裁をもらい、この事業

に臨む姿勢である。今後この事業を進める上で、町民の意見を引き続き聞き、よりよいもの

にするということは考えているが、ここから転換して放牧事業を始めるといった気持ちは

ない。あくまで本事業の提案をさせていただいた時点で、この事業を進める覚悟を持って始

めているので、そこを曲げるつもりはない。 

【町民】 

今までゴルフ場跡地でこういった事業を進めたことはあるのか。 

【JFEE】 

今回初めてである。過去から廃業となったゴルフ場をどうにかできないかと検討はして

いた。ゴルフ場は道があり、茶屋等の休憩スペースがあり、水があり、電源がある。そうい

った人工的な開発があった場所ではあるが、こういった要素が本事業を行ううえで最適だ

と考え、事業実施に至った。 

【町民】 

過去に国内でゴルフ場造成が流行した際に国から聞いたが、日本は食料自給率が低く、有

事の際に対応できないということで、ゴルフ場にジャガイモを植えるために整備したとの

ことだった。こういったことを踏まえて、ゴルフ場をそのまま利用するという想定で進めた

方が良い。そうであれば、一番良いのは畜産である。林間放牧等もあるので、そういった対

応を考えてはどうか。 

【町民】 

未来の世代にとって、この事業が本当に良い事業であるか、自然への影響や生物多様性な

どを踏まえて森林のあり方について、町民を交えて考えていただきたい。 

【町民】 

スイスの木のあり方を知っているか。スイスでは実のなる木が多く、それを食べる動物が

たくさんいた。有事の際は人間もその実を食べることができるし、それを食べて育った動物

を食べることもできる。国の自給率を高めるためにぜひ検討いただきたい。地域と一体とな

って、町民の意見を取り入れた事業の展開をお願いしたい。 

【町民】 

３年間の実証事業を行い、調査するということだったが、今の生態系がどうなっているの
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かという調査も行われると思う。長沼町は渡り鳥が飛ぶ町であるため、今回の事業により伐

採が行われ、実がなくなり、渡り鳥が飛ばない場合、生態系への影響があると考える。そう

いったところまで影響するということを考えていただきたい。 

 

【町民】 

営業時間を８：００から１７：００に限定し、通学への影響を少なくするとの記載があっ

たが、８：００より前にスクールバスで通学する地域があることや、下校時もその時間にバ

スが通っているため対応いただきたい。 

【JFEE】 

町の教育委員会を通じて通学路を確認し、対応していきたい。 

 

【町民】 

２８日にも説明会があると思われるが、多くの方が参加できるように周知等を徹底して

ほしい。 

 

（副町長の挨拶で終了） 

 


